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昨年、待降節の第一主日から新しい典礼様式がスタートし、典礼的には教会は既に新

年に入ったと言えます。まだ何となく、しっくりと来ない違和感を覚えながらの、この

新ミサ典礼式文。何が、私にそう感じさせるのか、分かりませんが、そのまま新年を迎

えることになりました。激動というには、あまりに激変しすぎる感の強い、昨年でした。

この現代社会の動きは何を私たちに訴えようとしているのか、新年の初めにあたって、

沈思黙考して見たいと思います。 

 

 

◆ ＜時の徴＞ 

1965 年、第二バチカン公会議の終了とともに、私たち

の耳に入ってきた新しい教会用語の一つに＜時の徴＞を

読むという表現があります。今のこの時代に起こってい

る様々な事象を見て、その意味を問う、ということです。

その徴を読み取って、今、世界は如何に対

処すべきかを探り、時代を超えて生き抜

くことが求められるということです。時

代遅れにならぬよう、時代を先取り、先読

みして対応せよ、ということです。が、実

際には、世界も社会も、対応し切れないま

ま流されてしまっているのが現代社会です。 

◆ ＜一寸先は闇＞ 

気候変動問題が、その一つのいい例です。このまま二酸

化炭素が排出され続けば、地球温暖化はさらに進み、今よ

りもっと大変な事態に発展するのは火を見るよりも明ら

かなのです。人類は一緒に滝つぼに落ちてしまうのでし

ょうか。いっそのこと落ちてしまっても構わないとする

のも、やりすぎでしょう。それとも、完全に落ち込んだ後

で、考えてみても遅くはないということでしょうか。まさ

に一寸先は闇なのです。 

◆ ＜場を保つ＞ 

重大な事件や事故が起こる度に、想定内とか、想定外と

か言って、言葉だけが走り出すことがありました。今、ど

うでしょう。もはや想定内だったか、そうでなかったかな

ど関係ないのです。ある日突然、得体の知れない事態が押

し寄せる時代です。だから、何が起こっても、それらをど

う見極めるかにかかっているのではないでしょうか。つ

まり、如何にしてこれを待ち受けられるか、という、いわ

ゆるその私の「場」を保つことではないでしょうか。 

◆＜つながる＞ 

 本来、全てのあらゆる宗教の果たすべき

役割、つまり目的はひとつしかありません。

「つなぐ」ことです。何と何をつなぐかは、

それぞれの宗教の教えから表現こそ違うか

もしれませんが、基本は、神的なるものと私

とをつなぐ、ということです。これによって、人は救われ

るのであって、何物にも囚われない＜私になる＞という

ことです。もし、この本来の役目を果たせなくなったら、

その宗教はもはや宗教とは言えない、ということです。 

◆ ＜光を見る＞ 

 「一寸先は闇」とは言いましたが、その向こうには光り

輝く世界が待っている。それが「時の徴」を見極め、自分

の居場所を保つことに「つながる」のではないでしょうか。

私が自分の立ち位置をどこに見出しうるのか、それはわ

かりません。しかし、私と違う誰かがそこにいて＜私を招

き＞、また別の誰かが＜私を呼んで＞いることに気づい

たら、そこに新たな「光を見る」ことになるのではないか

と思います。 

  

 

新年を迎えて カトリック谷山教会 主任司祭 トマス頭島神父 
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いと高きところには栄光、神にあれ。 

地には平和、御心に適う人にあれ。 

               ルカ 2-14 救い主のご降誕と、 

 新年のお慶びを申し上げます。 

マタイ 1章 18-25節 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「イエス」という名は、ヘブライ語の  

一般的な名前である「ヨシュア」にあ

たり、ギリシャ語化したものは「イエス

ス」である。ヘブライ人にとって、名前

は重要な意味を持ち、特にその人が

果たすよう託された使命と結びつい

ていた。マタイ福音書には、ヨセフの

夢に天使が現れ、「イエス」と名付け

るように告げられたことが記されてお

り（マタイ 1.21）、「イエス」は「主は

救い」という意味である。 

 イエスのみ名」に対する信心は初代

教会の時代からあった。中世にクレルヴォーの聖ベルナルド

は、著書『雅歌について』のなかで、「流れるその香油のよう

にあなたの名はかぐわしい（雅歌 1.3）」という箇所をイエス

のみ名と関連づけて、美しく説明した。こうして彼は、み名に

対する信心の基礎を作り、多くの人びとに影響を与えた。 

 アシジの聖フランシスコは、イエスのみ名に対する崇敬に熱

心で、フランシスコ会においてさかんになった。シエナのベル

ナルディノは、苦しみに打ち勝つためにイエスのみ名を呼ん

で祈り、人びとにも薦め、病気がいやされるなどの奇跡が起

こった。この信心はフランシスコ会やドミニコ会によってさか

んになった。「み名の連願」はシエナのベルナルディノとフラン

シスコ会原始会則派の総長代理であった、カペストラノのヨ

ハネによって作られたと言われている。 

 1530 年、クレメンス 7 世はフランシスコ会に、教会の祈り

において、「イエスのみ名の典礼」を唱える許可を与えた。

2002 年、ヨハネ・パウロ 2 世は任意の記念日として典礼暦

に加えた          -女子パウロ会聖人カレンダーより- 

 

 

 

  この祈りは、祈る時間が確保しにくい現代人にとても役立つ

と思い試しました。 

ゆっくりと長く吐く息に合わせ「主よ、あわれみたまえ」と唱

え、吸う息では何も唱えず、次の吐く息に合わせて「キリスト、あ

われみたまえ」と唱える。そうすれば自分の体に馴染むことをつ

かみました。また、この祈りは、ロザリオを唱える元気も出ない

時に、特に有効な祈りです。頭で考えるより、イエスに助けを訴

える。「神様、こんな弱く、惨めな私に働いてください」という気

持ちで唱え続けます。神学生の頃、人間関係で悩んで弱ってい

た時、布団の中で眠れるまで、この祈りを唱え続けて苦しい時

期を乗り越えることができました。それ以来、特に自分が弱って

いるときに「イエスのみ名を唱える祈り」を唱えています。 

 

１月の教会暦より 

３日 イエスのみ名  （記念日） １２月４日（日）第３回谷山教会ワークショップが９時ミ

サ後に開催されました。先ず、各グループに分かれ、分か

ち合いがあり、最後にクレメンスホールに集まり頭島神父

様のお話を聞きました。 

一連のキリスト誕生物語の場面、場面について当時の思

想や背景など、み言葉と照らし合わせて分かりやすくお

話くださいました。参加者からは、「その時代がよく想像

できた。」「み言葉と絵をゆっくり味わうことができた。」と

の声が聞かれました。神父様からは、み言葉をかみしめ

ると、それは喜びに変わります。心から光輝いてきます。

と伺いました。 

イエスのみ名を唱える祈り 『柴田潔神父様の説教集より抜粋』 

第 3回谷山教会ワークショップ開催 

シャンパンニ 
「夢に現れた天使」 
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２０２３年 1月＜ミサ典礼＞の朗読及び先唱奉仕のお願い 

◆新年あけましておめでとうございます。新しい年の幕開けにあたって、やはり「世界の平和のため」に祈りを捧げ

ていきましょう。今年こそはウクライナの戦争も、またコロナ禍の災いからも解放され、晴れやかに日々を過ごした

い、そんな熱い思いで祈りましょう。今年も新年早々ではありますが、あくまで感染症対策として、手指消毒と検温

及びマスク着用は基本原則とします。また新典礼になり、歌も少しずつ歌っていきながら、少しづつ慣れてきたと

は思います。ミサ典礼はすべてにおいて＜信仰の場＞です。美しく典礼を捧げ、一致の心で進めますように。以

下、1月のミサ典礼での朗読奉仕になります。よろしく、ご協力を願います。 
 

◆入堂前の手指消毒及びマスク着用と検温に協力願います。 

◆聖堂内への入場制限はありません。泣部屋は子ども連れ家族のみとします。 

◆聖堂内では白印を前にご着席ください❕換気、加湿はこれまで通り続けます。 

◆聖体拝領は一列に並び、前後 1ｍ程度、間隔を空けゆっくりとお進みください。 
 

■1月典礼の先唱及び朗読の役割分担は以下の通りです。 

◇１月１日 神の母聖マリア 午前１０時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● ２・３班 

◇１月８日 主の公現の主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● ４班 

◇１月１５日 年間第２主日  午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● ５・11班  

◇1月２２日 年間第３主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● 6.7班 

◇1月 29日 年間第４主日  午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● ８・9班  

 

★2023 年、今年は平和の年になるように、新年から、共に平和の祈りを捧げてみてはどうかと考えています。何

かいい平和のための祈りを知っている人がいたら教えてください。私も探してみますが、よろしくご協力のほどお

願いいたします。また、典礼はこれからも頑張って盛り上げていきたいと考えていますので、宜しくお願い致します。

とくに歌うことでさらに祈りを深めましょう。祈りを歌うことで、さらに信仰も深まり、一致による交わりを高めあうこ

とにつながるからです。だから、歌って平和を作り上げていきましょう。神に感謝！ 

                     ２０2３/１/１ 主任司祭 トマス頭島 光 
 

 

霊名 氏名 班 転出先教会 転出日 

アッシジのフランシスコ 森 和男 11班 ザビエル教会 10月 27日 

幼きテレジア 森 弘美 11班 ザビエル教会 10月 27日 

ヨハネ、バブテスタ、ラ・サール 橋本 佑太朗 5班 東京教区小平教会 11月 6日 

     

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

カトリック典礼聖歌集325番 

訃 

報 アナスタシア 福添 洋子（89歳）7班 11月 26日死亡   ご冥福をお祈り申し上げます。  
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朗読奉仕者 掃除当番 班会

1日 日
     　　祭日　　　　
　　　00：00　　　　　
　　10：00

　

2日 月 　

3日 火

4日 水

5日 木
　　祝日　　　

6:30

6日 金 19:00

7日 土 19:00 ④

8日 日
　　祭日　　　　
6：30＆9：00 ④

9日 月
　　祝日　　　　
　6：30

10日 火 6:30

11日 水 19:00

12日 木 6:30

13日 金 6:30

14日 土
　　　記念日　　

19:00 ⑤⑪

15日 日 6：30＆9：00 ⑤⑪
16日 月 6:30

17日 火
　　記念日　　

6：30

18日 水 19:00

19日 木 6:30

20日 金 6:30

21日 土
記念日　　
19：00 ⑥⑦

22日 日 6：30＆9：00 　　　⑥⑦
23日 月 6:30

24日 火
記念日　　
6：30

25日 水
祝日　　　　　
19：00

26日 木
記念日　　　
6：30

27日 金 6:30

28日 土
記念日　　　
19：00 ⑧⑨

29日 日 6：30＆9：00

30日 月 6:30

31日 火
記念日　　
6：30

ロザリオの祈り 毎週火曜日　10：00～

年間第4主日/9：00ミサ後司牧評議会　＊世界子供助け合いの日（献金）　⑧⑨

聖アグネスおとめ殉教者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
年間第3主日のミサ

朝ミサ

朝ミサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大寒

聖バジリオ聖グレゴリオ（ナジアンズ）司教教会博士　　　　　　　
朝ミサなし

朝ミサなし

朝ミサ

聖アントニオ修道院長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

召命ミサ

聖書と教理－Ⅱ 毎週金曜日　10：00～12：00 6，13，20，27日

令和5年（2023年）谷山教会01月の予定と祝日表（01月01日～01月31日）
日　　時 典礼と行事

年間第2主日/9：00ミサ中、入門式

召命ミサなし　　　　　主任司祭4日午後帰宅。

聖ヨハネノイマン司教(レデンプトール修道会聖人）　　　　　　　　
朝ミサ　＊11:00～大口教会にてレデンプトール会の新年記念ノイマンミサ

初金ミサ                                                       小寒

主の公現のミサ　　　　　　＊10：00～ひまわり幼稚園七草祝い

主の公現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
主の公現/七草祝い9：00ミサ/ミサ後粗大ごみ片付け

主の洗礼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ                                              　　　成人の日

朝ミサ

召命ミサ　　　　　　　　　　＜求道者勉強会シーズンⅦ＞9

朝ミサ　　　　　　　　　　　　18：30～典礼委員会

神の母聖マリア                      *世界平和の日　　　　元旦　　
元旦ミサ　（歌なし）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
神の母聖マリアのミサ/10：00ミサ中新成人の祝福

     10，17，24，31日

レジオ・マリエ 毎週水曜日　14：00～ 4，11，18，25，日

朝ミサ

福者ペトロドンダース司祭（レデンプトール修道会福者）　　　　　
年間第2主日のミサ/（聖母の土曜日）

聖ヨハネ・ボスコ司祭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

年間第3主日/教会役員会9：00ミサ後

朝ミサ

聖フランシスコ・サレジオ司教教会博士　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

聖パウロの回心　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
召命ミサ　　　　　　　　　　　　＜求道者勉強会Ⅶシーズン＞10

聖テモテ　聖テトス司教　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

朝ミサ

聖トマス・アクィナス司祭教会博士　　　　　　　　　　　　　　　　　　
年間第4主日のミサ

朝ミサ

今
月
の
行
事
当
番
班
は
8
・
9
班
で
す

司牧評議会設営8，9班

教会は2日～3日、お正月休みの為、施錠します。中

に入れません。主任司祭は、帰省の為不在。

②③

マタイ18-20

記念日

＊14：00～ベトナム人共同体ミサ（アン神父）

振替休日

（主任司祭参加）

10:00ミサ 後 車の祝別

キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷
週
間

十
八
日
～
二
十
五
日
ま
で

キリスト教一致祈祷会

15：00～ザビエル教会

主任司祭参加


